
『-----市の人口と世帯数--…-’

’ 4月1日現在 前月比 ！

i 人口 31，671人 （-120) !
1 男 15，519人 （－56） ｜

｜ 女 16，152人 （－64） ’

1 世帯 8，759世帯 (-5) I
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高浜グランドに

｝ テニスコートが完成
,

5月号4月13日から一般開放

I からつと晴れわたった五月晴れは、戸外に出て思いきり

I ハイキングやスポーツにもってこいの季節です。
I さる、 4月にオーフ°ンした「高萩市勤労青少年ホーム」
I の東側に5面のテニスコ-I、 （全天候型）が完成し、 4月

1 13日から一般に開放、禾ﾘ用されています。このテニスコー
： 卜は、工業再配置促進補助事業として、市内の松久保団地
； に進出した2社によって新設されたものです。
； テニスコートの利用は、 「高萩テニスコート運営委員会」
｝ の許可を必要としますので､勤労青少年ホーム内に利用許
I 可申請書がありますので、手続きをして許可を受けてから

｝ ご利用ください。 くわしいことは､高萩市勤労青少年ﾎー
ド ム（電話(3)-7177）へお問い合わせください。
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高萩市市民憲章
自然をたいせつにし､美しいまちをつくりましょう

きまりを守り、明るいまちをつくりましょう

礼儀を正しくし､うるおいのあるまちをつくりましょう

元気で働き、豊かなまちをつくりましょう

思いやりのある、あたたかいまちをつくりましょう
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5月11日～20日 春の全国交通安全運動

、弱者、の事故防止に重点 。、塁舞鐵" ≦Ⅱ／桐
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①歩行者および自転車利用者 、 ， 八bb

畔、

とくに子どもとお年寄りの事故防止

②自動二輪車および原動機付き自転車の事故防止
③安全運転の確保とシートベルトの着用の推進

歩行者や自転車利用者のみなさん．無理な横断や急な飛び出し

は最も危険です。とくに、子どもとお年寄りのいるご家庭は交通

ルールについて、ふだんからよく話し合っておきましょう。

ゾ

写互専一
一一=ﾆﾆざ･
一宗＝

~＝／ノ

芦竺慰了！

罪一屯

鈴

鞭 車迄へ､堆心.MAL!まだ膜7‘リ

お､けい堂,f, '糸蒋
ノ ーーーーー

茨城放送「高萩市政だより」は毎週日曜日、午前9時20分から。テレホンサービス「市政案内」は(3) 1151･1152です。
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鍵蕊議
消防力の効率化めざして

；
広域消防と してスタート

4月からスタートした広域消防

7月ごろには十王町に分署も

忽

高萩市と十王町が共同処理体制に

消
防
の
広
域
化
と
は
、
地
域
住
民
の

生
活
の
向
上
に
対
応
し
た
災
害
の
な
い

ま
ち
を
築
く
た
め
、
両
市
町
が
協
力
し

て
消
防
体
制
を
確
立
す
る
こ
と
に
よ
り

住
民
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
高
萩
市
に
は
、
高
萩
消

防
署
、
十
王
町
に
は
、
十
王
分
署
を
設

置
し
、
消
防
力
も
逐
次
整
備
を
図
っ
て

万
全
の
防
災
体
制
を
確
立
し
て
い
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

＝＝▽ーマママママーマママーママママママ

一

昭
和
弘
年
４
月
１
日
か
ら
、
高
一

画

高
萩
に
本
署
・
十
王
に
分
署

萩
市
の
消
防
に
関
す
る
業
務
を
高

萩
市
と
十
王
町
で
設
置
し
て
い
る

高
萩
市
・
十
王
町
事
務
組
合
（
旧

高
萩
市
及
十
王
町
衛
生
組
合
）
で

広
域
的
に
処
理
す
る
こ
と
に
な
り

今
よ
し
た

ー

一ずゾー~一一一…一一一

３
市
１
町
が
協
力
し
て

農
業
共
済
事
業
が
、
多
賀
地
方
農
業

共
済
事
務
組
合
と
し
て
、
４
月
１
日
か

ら
４
市
町
が
共
同
し
て
事
務
処
理
を
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
農
業
共
済
の
事
務
処
理
は
、
日

立
市
、
十
王
町
、
高
萩
市
、
北
茨
城
市

の
３
市
１
町
が
、
地
方
自
治
法
に
も
と

づ
い
て
一
部
事
務
組
合
を
設
立
し
て
整

備
統
合
さ
れ
、
農
業
共
済
の
事
務
処
理

の
効
率
化
と
、
農
家
の
み
な
さ
ん
へ
の

サ
ー
ビ
ス
向
上
を
目
的
と
し
、
事
務
を

共
同
処
理
す
る
も
の
で
す
。

共
同
処
理
で
円
滑
な
運
営
へ

農
業
共
済
事
業
は
、
各
目
的
ご
と
に

保
険
形
式
を
基
本
と
し
た
、
国
と
農
家

口
今
年
の
７
月
ご
ろ
十
王
分
署
が

高
萩
消
防
署
と
十
王
分
署
に
配
備
さ

れ
る
消
防
力
は
、
次
の
と
お
り
で
す
が
、

こ
の
よ
う
な
消
防
力
は
、
火
災
や
、
救

急
業
務
が
発
生
し
た
と
き
、
た
が
い
に

補
充
し
あ
い
な
が
ら
効
率
的
に
活
用
し

て
、
被
害
の
軽
減
を
図
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
高
萩
消
防
署

消
防
ポ
ン
プ
車
２
台

タ
ン
ク
付
消
防
ポ
ン
プ
車
１
台

救
急
車
２
台

配
置
人
員
署
長
以
下
粥
名

日
立
・
十
王
・
高
萩
・
北
茨
城
で

農
業
共
済
事
務
組
合
を
設
立

相
互
の
共
済
制
度
で
す
が
、
今
ま
で
の

よ
う
に
市
、
町
単
位
の
小
規
模
な
運
営

で
は
、
農
家
の
掛
金
な
ど
の
負
担
率
が

高
く
、
組
織
力
や
財
政
力
な
ど
か
ら
み

て
も
、
農
家
を
守
る
た
め
の
補
償
制
度

の
運
営
が
困
難
で
し
た
。

し
か
し
、
広
域
合
併
に
よ
る
事
業
区

域
を
統
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
事
務

の
共
同
処
理
、
機
械
化
な
ど
に
よ
る
、

事
務
費
節
減
、
ま
た
、
農
家
負
担
金
の

軽
減
が
行
わ
れ
ま
す
。

つ
ま
り
、
広
い
地
域
に
な
れ
ば
、
事

故
の
発
生
率
が
全
体
的
に
安
定
し
て
く

る
し
、
か
り
に
災
害
が
あ
っ
て
も
統
合

さ
れ
た
財
務
で
、
支
払
い
が
円
滑
に
で

き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
隣
接
地
域
と
の
連
絡

へ

《

や

）

十
王
分
署

タ
ン
ク
付
消
防
ポ
ン
プ
車
１
台

救
急
車
１
台

連
絡
車
１
台

配
置
人
員
分
署
長
以
下
皿
名

十
王
分
署
の
建
設
、
お
よ
び
十
王
分

署
に
配
備
す
る
消
防
ポ
ン
プ
車
な
ど
に

つ
い
て
は
、
現
在
準
備
中
で
す
。

ま
た
、
分
署
要
員
は
、
４
月
に
皿
名

を
採
用
し
、
現
在
消
防
学
校
で
教
育
訓

練
中
で
す
。

し
た
が
っ
て
、
十
王
分
署
が
実
際
に

活
動
す
る
の
は
、
今
年
の
７
月
ご
ろ
に

調
整
を
し
な
が
ら
、
推
進
体
制
の
充
実

を
は
か
っ
て
、
積
極
的
な
防
除
活
動
を

し
て
農
家
の
経
営
と
安
定
向
上
を
は
か

っ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

多
賀
地
方
農
業
共
済
事
務
組
合
の
事

務
所
は
、
元
高
萩
保
育
所
の
跡
で
す
が

各
市
役
所
や
、
町
役
場
が
、
連
絡
所
に

な
っ
て
い
ま
す
。

ｌ
◇
ｌ
◇
ｌ
◇
ｌ

事
務
所
、
お
よ
び
連
絡
所
は
次
の
と

お
り
で
す
。

○
多
賀
地
方
農
業
共
済
事
務
組
合

■
事
務
所

高
萩
市
本
町
１
の
１
２
９

（
電
話
⑧
１
７
１
９
８
）

■
連
絡
所

○
日
立
市
役
所
産
業
経
済
部
農
林

水
産
課

○
十
王
町
役
場
産
業
課

○
高
萩
市
役
所
経
済
部
農
林
課

○
北
茨
城
市
役
所
産
業
部
農
林
課

な
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

分
団
は
現
状
の
ま
ま
で

こ
の
よ
う
に
事
務
組
合
で
共
同
処
理

さ
れ
る
消
防
業
務
の
範
囲
は
、
消
防
本

部
、
お
よ
び
消
防
署
に
関
す
る
業
務
で

す
。
し
た
が
っ
て
、
消
防
団
や
、
消
防

水
利
な
ど
の
消
防
諸
施
設
の
設
置
管
理

に
関
す
る
業
務
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市
町

で
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
実
際
に

は
、
今
ま
で
ど
お
り
消
防
本
部
で
処
理

さ
れ
、
十
王
町
は
、
十
王
分
署
で
処
理

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

、
、
周
、
町
、
、
、
司
周
、
馬
も
、

－－ﾓーゴ



(3） 市報たかはぎ 昭和54年5月

』
ん
○
農
地
を
め
ぐ
る
紛
争
が
生
じ
た
と
き

で

納
税
貯
蓄
組
合
長
大
会
で

貝
票
・
農
地
を
買
う
賓
叢
雛
必
婁
な
と
き

○
農
業
者
年
金
に
加
入
し
た
い
と
き

委
投
、
＃
豐
蕊
に
単
る
こ
と
瀧
ら
“
墾
晶
団
体
・
功
労
者
加
名
を
表
彰

、

業
無
“
荏
踊
溝
琴
勇
一
《
‐
晶
剴
に
市
中
央
食
鎗
で
紬
瀧
々
だ
い
て
い
る
細
含
長
さ
ん
を
橘
毒
、

↓し

農
事
務
扇
（
電
話
②
ｉ
１
内
鱸
３
，
貯
蓄
組
書
員
夫
妻
が
服
か
れ
ま
し
霜
優
麗
な
組
合
率
納
税
功
労
者
を
表
彰

新
２
）
へ
。
新
し
い
農
業
委
員
は
次
の
方
こ
の
大
会
は
、
毎
年
１
回
開
か
れ
て
い
し
日
ご
ろ
の
労
を
ね
ぎ
ら
う
た
め
に
行

々
で
す
。
○
印
は
新
任
で
す
。
る
も
の
で
、
日
ご
ろ
納
税
に
ご
協
力
い
わ
れ
た
も
の
で
す
。

二
三
二
一
三
一
一
三
一
三
三
三
一
三
一
三
一
一
三
三
一
三
一
一
一
一
三
一
三
三
一
三
一
一
一
三
三
三
二
二
一
臣
二
一
二
一
一
三
一
三
三
二
三
三
一
三
一
一
一
三
一
三
一
三
三
三
三
一
一
三
一
三
三
二
三
一
毒
三
三
一
三
三
一
重
』
一
三
臺
三
一
二
三
三
三
三
三
三
三
三
一
二
一
三
一
二
二
一
三
二
三
一
三
一
壹
一
二
三
一
三

組
合
長
さ
ん
は
じ
め
、
市
民
の
み
な

一
を
何
か
す
通
ざ
は
川
さ
ん
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

タ
市
が
る
で
を
め
名

二
萩
ん
い
度
一
を
加
Ⅱ
０
２

今
年
も
、
こ
の
大
会
の
席
上
、
次
の

モ
高
さ
で
制
夕
市
す
｜
Ⅲ
’
７
’
９
７
岬
優
良
な
組
合
応
団
体
、
納
税
功
労
者
、

’
８
２
０
６
’
１
９
２

稚
洵
却
琳
罫
染
》
妙
唾
室
噸
Ⅷ
タ
３
９
１
７
６
９

６
舵
－
３
５
｜

Ⅲ
名
に
そ
れ
ぞ
れ
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し

州
母
悸
羅
琴
峠
恥
宰
恥
唾
瞬
州
暹
所
榊
鯉
搾
御
》
岬
躍
如
》
恥
諦
岬
諏
鍛
雑
函
湘
州
》
岬
州
た
。
表
彰
さ
れ
た
団
体
、
功
労
者
は
次
の

睡
露
搾
唾
碓
姉
”
識
喧
嘩
魂
州
政
住
肥
高
有
東
本
春
大
安
島
秋
下
上
高
赤
高
石
下
上
大
横
川
Ⅱ
と
お
り
で
す
。

年
び
、
る
ど
度
の
ぁ
で
年
で
川
市
名
誇
弄
毒
轌
搾
裕
蜘
鋤
一
一
一
巍
稚
軒
守
癖
碓
鮭
露
岬
罎
誇
州
納
税
貯
蓄
組
合
（
団
体
）

梱
唾
症
耐
一
志
剥
訊
雄
郵
梱
渉
州
の
美
ゑ
美
哲
羽
夕
幸

場
川
内
野
田
高
川
原
都
賀
井
味
東
本
木
木
川
木
Ⅱ
北
町
７
、
大
和
４
、
肥
前
山
４
、
安

昭
症
豊
塞
塞
郵
皆
い
ぼ
昭
地
１
名
氏
岸
大
佐
大
小
吉
大
箕
佐
大
芳
桜
五
関
伊
坂
鈴
鈴
佐
鈴
叩

Ⅲ
０
町
町
町
町
町
町
町
川
名
山
綱
綱
戸
浜
萩
滝
田
田
能
川
州
良
川
第
９
東
、
秋
山
下
西
２
，
石
河
原

市
政
モ
ニ
タ
ー
で
す
Ⅱ
２
唾
獅
諏
識
斡
本
蔀
獅
壷
島
秋
下
上
高
赤
高
石
下
上
大
横
‐
第
１
東
町
、
石
崎
、
永
田
、
土
手
の
内

手
手
君
君

Ｍ
年
度
の
鋤
一
二
一
一
二
一
二
二
三
二
二
一
二
二
二
二
二
二
｜
：
旨
《
二
二
三
二
：
言
二
二
二
三
二
二
二
二
二
三
二
一
二
一
二
言
二
三
二
二
二
二
・
三
二
二
二
二
二
二
ゞ
二
二
ゞ
司
賀
寿
内
、
す
ど
れ
、
大
金
田
、
持
山
小

農業委員が

で

き まりました

選出、 新人は3人

農
家
の
代
表
で
３
年
に
一
度
改
選
さ

れ
る
農
業
委
員
鵡
名
の
選
挙
は
、
４
月

Ⅳ
日
告
示
さ
れ
、
同
鴫
日
届
け
出
が
締

め
切
ら
れ
ま
し
た
が
、
４
月
幻
日
に
無

投
票
で
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

農
業
委
員
は
、
農
業
が
よ
く
発
展
す

る
た
め
に
、
様
々
な
重
要
な
仕
事
を
す

る
方
為
で
す
。
農
業
委
員
の
あ
つ
ま
り

が
、
市
農
業
委
員
会
で
す
。

次
の
よ
う
な
相
談
を
お
う
け
し
ま
す

○
農
地
の
売
買
、
賃
貸
借
、
転
用
、
交

換
し
た
い
と
き

'一

選出された農業委員

氏 名 住 所

1○神代哲夫 上手綱3424-2

2 柴田徳男 高萩147

3 鈴木 栄 赤浜776-2

4○大高喜隆 高戸706-1

5 柴田正己 石滝499-1

6 菊地茂明 中戸川603

7沼田 浩 高萩446

8 下山田宗司 秋山1083

9 神長良道 上手綱2831-1

10安島松夫 安良川741

11佐川 馨 上君田1531

12松本 基 下君田1828

13大部昭雄 秋山1649

14○大高兵蔵 上手綱1707-2

15斎藤勝美 下手綱712

16大高裕司 島名1134

(立候補届出順）

※議会選任の委員と、会長、会長代理

はきまり次第市報でお知らせします。

○印は新任です。

ロ

－

○
納
税
組
合
を
設
立
し
ま
し
ょ
う
。

税
金
を
納
め
る
こ
と
は
、
国
民
と
し

て
の
基
本
的
な
義
務
の
一
つ
で
す
が
、

滞
納
に
な
り
ま
す
と
、
延
帯
金
な
ど
が

加
算
さ
れ
負
担
額
も
大
き
く
な
り
ま
す

こ
の
た
め
市
で
は
、
納
税
組
合
を
設

立
す
る
こ
と
に
よ
り
納
期
内
納
付
を
促

進
し
、
収
納
成
績
が
向
上
す
る
よ
う
奨

励
し
て
い
ま
す
。

く
わ
し
い
こ
と
は
、
市
役
所
税
務
課

（
電
③
１
２
１
１
１
内
線
２
１
２
）
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

山
、
田
の
草
、
宿
下
の
妬
団
体

納
税
貯
蓄
組
合
功
労
者
（
個
人
）

直
井
進
（
高
砂
町
）
箕
川
勝
（
肥

前
山
５
）
黒
沢
正
明
（
安
良
川
加
）

大
森
四
郎
（
秋
山
油
沢
）
落
合
と
み

（
西
城
）
大
高
善
隆
（
北
城
西
）

寺
島
正
男
（
豊
栄
第
２
）
佐
川
貫

（
久
川
）
豊
田
四
郎
次
（
井
戸
沢
）

小
林
信
義
（
萩
ケ
丘
第
２
）
の
、
氏
で

十
ブ
。 1

1

( 愛の手で世界を結ぶ

日本赤十字

｢赤十字社員増強運5月1日か

動」です

みなさん

ご協力を

４
３
４
４
０
６
４
４
４

あたたかいご理解と

頭いします。

一
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一

『
一
一
『
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
』
一
二
一
一
一
［
’
一
一
』
一
一
二
草
一
一
一
一
一
一
』
一
一
一
一
『
一
『
三
頁
二
一
一
｛
一
一
『
一
一
一
一
一
『
一
一
酉
室
一
・
二
一
戸
。
』
一
一
一
一
国
一
一
一
一
二
一
一
二
一
一
一
】
一
一
一
一
一
】
一
軍
一
再
』
戸
』
二
】
一
画
二
一
』
一
面
一
『
’
一
一
一
一
一
一
】
一
一
』
一
戸

Ⅲ
現
在
、
高
萩
市
の
赤
浜
に
あ
る
高
萩
市
・
十
王
町
事
務
組
合
の
ゴ
ミ
処
理
施
叩

川
設
で
あ
る
北
部
衛
生
セ
ン
タ
ー
の
施
設
整
備
が
、
副
年
度
と
弱
年
度
の
鰯
年
次
Ⅲ

Ⅷ
計
画
で
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

川
こ
の
施
設
の
計
画
は
、
国
の
指
導
で
計
画
目
標
年
次
を
定
め
、
稼
働
す
る
予
川

Ⅲ
定
年
の
７
年
後
を
基
準
と
し
て
い
ま
す
。

川
し
た
が
っ
て
、
弱
年
に
稼
働
開
始
し
た
場
合
に
は
、
昭
和
舩
年
を
目
標
年
次
叩

Ⅲ
と
し
て
、
ご
み
処
理
推
定
人
口
に
対
応
で
き
る
能
力
が
あ
る
施
設
を
必
要
と
し
叩Ⅱ

Ⅱ

川
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

二
二
二
二
二
一
二
二
二
二
三
二
二
一
二
二
二
二
二
二
一
二
二
二
一
二
二
二
二
二
二
二
二
一
二
二
三
二
二
二
『
二
二
二
一
二
一
二
一
二
一
二
一
三
一
二
一
二
二
二
二
二
一
二
二
三
三
二
二
三
一
耳

年
々
増
え
続
け
る
ゴ
ミ
２
年
次
計
画
で

１
日
鮨
ト
ン
の
処
理
へ

焼
却
炉
は
満
ぱ
い

高
萩
市
と
十
王
町
で
行
っ
て
い
る
守
可

増

え

２
年
次
計
画
で
１
日
開
ト
ン
の
処
理
施
設
を

窪
り
つ
◎
令
．
、
ミ

ミ
処
理
は
、
昭
和
蛉
年
４
月
か
ら
１
日

に
釦
ト
ン
処
理
す
る
「
機
械
化
バ
ッ
チ

燃
焼
式
」
を
と
り
入
れ
て
約
４
万
３
，

０
０
０
人
の
処
理
を
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
現
在
使
用
し
て
い
る
「
機

械
化
バ
ッ
チ
燃
焼
式
」
は
、
１
日
稼
働

能
力
が
、
８
時
間
で
焼
却
炉
は
、
３
系

１
列
型
式
で
、
蛆
ト
ン
づ
つ
の
ゴ
ミ
を
３

つ
の
焼
却
炉
を
利
用
し
焼
却
し
て
い
ま

す
が
、
ゴ
ミ
を
燃
や
す
の
に
間
欠
に
な

り
や
す
く
、
完
全
燃
焼
さ
れ
な
い
場
合

も
あ
り
、
自
己
搬
入
分
も
含
め
ま
す
と
、

焼
却
不
可
能
な
状
態
に
も
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
新
し
い
ゴ
ミ
処
理
施
設
の

計
画
が
進
め
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。

こ
の
計
画
は
、
「
准
連
続
燃
焼
式
」

と
い
っ
て
、
連
続
的
に
ゴ
ミ
を
燃
や
す

こ
と
が
で
き
る
暁
却
炉
を
と
り
入
れ
、

准
連
続
焼
却
式
へ

１
日
開
ト
ン
の
処
理
へ

一
崎
）

－、投げこみ方式
1J
ー－－－－－－－

、

１
日
に
肥
時
間
稼
働
の
２
系
列
型
式
で

１
日
に
処
理
で
き
る
ゴ
ミ
の
量
は
、
鯛

ト
ン
が
焼
却
で
き
る
施
設
と
な
り
ま
す

７
年
後
の
蛇
年
の
推
定
処
理
人
口
は

高
萩
市
と
十
王
町
で
、
約
５
万
４
，

０
０
０
人
を
見
込
ん
で
お
り
、
１
日
１

人
当
り
の
ゴ
ミ
の
平
均
排
出
量
を
７
４

７
グ
ラ
ム
と
み
て
次
の
よ
う
な
ゴ
ミ
の

量
と
な
り
ま
す
。

○
１
日
当
り
の
・
コ
ミ
の
量
（
収
集
）

司
ら
』
×
鯉
ご
ｇ
シ

Ⅲ
Ⅱ
吟
Ｐ
い
｝
、

○
直
接
（
自
己
搬
入
）
の
ゴ
ミ
の
量

司

口百画

セル方式

~、 〆、

、

マノL貝|]日覆ゴ

セル方式は、埋立地内のこみを30cm～50cmに歎きこの
上客ブルドーザ などで転圧して即日麺士する~

州
Ⅱ
』
？
『
一
で

と
な
り
ま
す
。
こ
れ
が
、
他
年
に
お

い
て
毎
日
で
る
ゴ
ミ
の
量
と
な
る
わ
け

で
す
。さ
ら
に
、
最
大
月
変
動
係
数
（
年
間

平
均
処
理
量
と
、
最
大
に
で
る
月
の
平

均
処
理
比
率
を
い
う
）
で
は
、
ゴ
ミ
の

多
く
で
る
８
月
を
考
え
て

］
、
一
切
『
｝
…
×
』
画
（
、
亜
）

Ⅱ
Ⅱ
⑳
Ｐ
。
⑭
テ
ロ
、

と
な
り
、
さ
ら
に
稼
動
率
を
鋸
パ
ー

切
鰐
、
一
／
ミ
ト
Ｐ
ｍ
ｍ

Ⅱ
Ⅱ
、
吟
吟
剖
手
惚

と
な
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
１
日
当
り
妬
ト
ン
の

ゴ
ミ
排
出
量
の
焼
却
力
が
必
要
と
な
り

現
在
の
処
理
能
力
で
は
、
困
難
と
な
り

ま
す
。こ

の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
計
画
さ
れ

て
い
る
「
准
連
続
燃
焼
式
」
に
よ
っ
て

進
め
ら
れ
る
ゴ
ミ
処
理
は
、
こ
れ
ら
の

●
コ
ミ
を
完
全
燃
焼
さ
せ
て
、
減
容
化
を

は
か
る
こ
と
に
な
り
、
ま
た
公
害
防
止

に
も
役
立
つ
機
能
と
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
み
な
さ
ん
の
家
庭
な
ど
か

ら
で
る
ゴ
ミ
の
う
ち
、
約
、
パ
ー
セ
ン

ト
程
度
含
ま
れ
て
い
る
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
類
も
、
焼
却
で
き
る
施
設
と
し
て
整

備
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
し
て
、
焼
却
処
理
に
あ
わ
せ
て
、

セ
ン
、
ト
ー
レ
」
司
み
て

し
た
が
っ
て
、
１
日
聖
コ
リ
の
ゴ
ミ
の

量
は
、

』
Ｐ
四
一
″
ン
十
ｍ
』
一
″
隠

－
４
Ｊ
“
■

）

一

挿
画
脹
胄
Ｊ
卜
－
，
Ｖ

今
後
の
処
理
・
処
分
の
方
法

一
般
家
庭
や
、
自
己
搬
入
さ
れ
た
ゴ

ミ
の
う
ち
、
可
燃
物
は
、
焼
却
処
理
し

不
燃
物
、
粗
大
ゴ
ミ
な
ど
は
、
資
源
の

再
利
用
や
、
破
砕
な
ど
し
て
適
切
な
処

理
処
分
が
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が

処
理
施
設
の
整
備
計
画
に
あ
た
っ
て
の

収
集
さ
れ
る
ゴ
ミ
の
範
囲
は
、
従
来

ど
お
り
、
家
庭
の
み
な
さ
ん
か
ら
で
る

生
活
上
排
出
さ
れ
る
ゴ
ミ
で
、
可
燃
物

（
燃
え
る
ゴ
ミ
）
、
不
燃
物
（
燃
え
な

い
ゴ
ミ
）
に
分
別
し
て
収
集
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

直
接
搬
入
す
る
ゴ
ミ
の
範
囲
は
、
事

業
所
な
ど
か
ら
排
出
さ
れ
る
一
般
廃
棄

物
で
、
自
己
処
理
で
き
な
い
も
の
と
、

一
般
家
庭
か
ら
で
る
生
活
上
排
出
さ
れ

る
粗
大
ゴ
ミ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

埋
立
も
「
セ
ル
方
式
」
で

埋
立
地
の
整
備
と
し
て
は
、
①
汚
水

の
処
理
施
設
、
②
ゴ
ミ
の
流
出
防
止
の

よ
う
壁
の
整
備
、
③
発
生
ガ
ス
の
対
策
、

④
搬
入
路
の
整
備
．
⑤
雨
水
の
集
水
設

備
な
ど
の
施
設
を
整
備
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
が
、
現
在
の
不
燃
物
（
燃
え
な
い

ゴ
ミ
）
の
処
理
は
、
「
投
げ
込
み
方
式
」

で
埋
立
処
理
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の

方
式
を
「
セ
ル
方
式
」
に
変
え
て
埋
立

処
理
し
て
い
き
、
各
種
の
公
害
を
未
然

に
防
ぐ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

埋
立
地
の
整
備
が
さ
れ
ま
す
。

コ
ミ
の
収
集
計
画
は

－

”
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基
本
的
な
考
え
方
は
、
収
集
さ
れ
た
可

燃
物
や
、
直
接
般
入
の
可
燃
物
は
、
全

量
焼
却
を
前
提
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
毎
年
増
え
続
け
て
い

る
ゴ
ミ
の
問
題
に
対
し
て
、
清
掃
事
業

は
、
多
く
の
費
用
が
か
か
り
ま
す
。

し
か
も
、
焼
却
場
の
整
備
や
埋
立
地

の
整
備
な
ど
も
長
期
計
画
を
た
て
て
、

取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
・

ゴ
ミ
は
、
日
常
生
活
の
中
で
大
き
な

問
題
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
し
か
も

ば
く
大
な
費
用
が
か
か
る
こ
と
を
考
え

て
、
み
な
さ
ん
で
ゴ
ミ
の
減
量
化
と
再

生
利
用
、
出
し
方
な
ど
考
え
て
い
き
た

い
も
の
で
す
。
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
と

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。
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△君田中学校､…･ ･自然環境に恵まれた高台に建設中でした、君田
中学校が、 3月末日完成し、4月7日に入校式が行われました。生

徒達は新しい学校で、元気に勉強や、 スポーツに励んでいます。
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罠
二
二
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言
二
一
二
二
二
二
三
二
二
二
二
二
二
二
二
二
二
二
二
三
三
二
二
二
二
旨
二
二
一
二
二
二
三
二
三
二
二
二
二
Ⅲ

Ⅱ

市
内
の
い
た
る
と
こ
ろ
で
、
ゴ
ミ
の
Ⅲ

Ⅱ
ｆ
コ
ミ
の
不
法
投
棄
は
や
め
よ
う

Ⅱ

投
げ
捨
て
が
見
ら
れ
、
と
く
に
、
ゴ
ミ
ー

を
金
Ⅲ

Ⅱ

処
理
場
の
附
近
が
多
い
よ
う
で
す
。

北
部
衛
生
セ
ン
タ
ー
（
ゴ
ミ
処
理
施

夫
罰
こ
の
よ
う
な
不
法
投
棄
は
、
地
元
の
Ⅲ

Ⅱ

川
設
）
で
は
、
毎
日
鋤
ト
ン
の
ゴ
ミ
を
焼

こ
の
み
な
さ
ん
へ
の
迷
惑
に
も
な
り
、
ま
た
川

川
却
、
埋
立
処
理
を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
，
’

二
Ｆ

用
１
亥
法
律
で
は
３
月
以
下
の
懲
役
、
ま
た
叩

Ⅲ
処
理
経
費
は
、
年
間
多
額
の
費
用
を
必

！
１

Ⅲ
要
と
し
ま
す
。
ゴ
ミ
を
減
ら
す
方
法
に
手
小
一
円
は
、
測
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
Ⅲ

再
↓
噸
ま
す
。
Ⅲ

‐
は
、
次
の
よ
う
な
方
法
が
あ
り
ま
す
の

量
ひ
２
ゴ
ミ
の
投
げ
捨
て
は
、
絶
対
に
や
め
川

川
で
ご
協
力
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… 稚…雷韓申式神哩一語一

蕊爵溌謹蕊蕊蕊蕊蕊
△第一幼稚園…･ ･旧営林署跡地に建設中でした第一幼稚園が1学
級増の4学級で4月11日に入園式を行いました。完成された園舎

は、現代的な建て物で、運動場も広いスペースがとってあり、安
心:して遊べる配慮がなされています。

霧
鶏

＝

謹謹蕊蕊蕊溌誇篝霊鍾蕊蕊
鶏蕊蕊蕊織職蕊蕊窺霞蕊患蕊&蟻蕊
△高萩保育所……大高寺わきの高萩保育所が本町4丁目に新しく

完成しました。入所式は4月5日に行われ、幼児達も新しい保育所

で元気いつぱいに遊んでいます。

溌皇::悪童雲霞惚慈慈患懸蕊熱熱蕊鳶息…寧寧箪豐篝：
△高萩小学校屋内体育館． .…･3月末日に完成し、新しい体育館で

卒業式が行われました。カマボコ型の体育館は、どこかユーモラ
スな感じがします｡これからは、雨、風を心配することなく、体

育に励むことができるでしょう。秋山小学校屋内体育館も、 まも
なく完成の予定となっています。

△市営住宅．．…･大字石滝地内に建設中でした市営住宅が

充成しました。建物の構造は、第2種中層耐火、 5階建て

で、3月初旬に20世帯が入居。 54年度にはさらにもう一

棟の建設が予定されています。なお、 この建設費の一部

には郵政省の簡易保険の還元融資があてられています。


